
４月２２日（月）から２泊３日で、沖縄へ修 平和祈念資料館では、

学旅行に行ってきました。心配していた天気は 学年全体が合流して、沖

移動時に少しパラパラとしたぐらいで天気に恵 縄戦体験者の新里さんか

まれました。３日間それぞれのテーマをもった ら、講話をして頂きまし

内容の濃い修学旅行でした。１日目はがっつり た。沖縄戦自体の悲惨さ

平和学習、２日目は基地問題と琉球文化を肌で や命の大切さと合わせて、

体験する伊江島での民泊体験、３日目はお楽し 戦後に日本とアメリカを橋渡しをしたことの

みタイムでした。 しんどさなども熱を込めて話してくださいま

今年度は神戸空港から した。講話後、クラス毎に考えてきた「平和

沖縄に向かったのですが、 宣言文」を学年全体で宣言したり、平和の歌

神戸空港では航空会社の 「いのちのリレー」を学年合唱しました。

スカイマークから温かい 那覇空港に着いてからは、見学場所の関係か

サプライズを受けました。 ら、Ａ・Ｃ組とＢ・Ｄ組の２グループに分かれ

搭乗時に見えるように て活動しました。

ワゴン車に横断幕を 洞窟を作戦本部や病院にした糸数壕の見学。

つけて修学旅行に向 戦時中には、多くの人がこの壕（ガマ）の中で

亡くなりました。大変大きな洞窟で、４０分ほ

どかけて、スタッフの方の説明を聞きながら壕

の見学をしました。中は灯りがないので、それ

ぞれ手に懐中電灯を持って見学しました。途中、

かう気持ちを盛り上げてく 数分でしたが、全ての灯りを消して真っ暗な暗

れました。 闇の中で当時の人の雰囲気を肌で感じました。

平和祈念公園で ひめゆり資料館では、入り口近くにあるガマ 琉球文化の象徴の一つであ

は、みんなで平和を の説明をガイドさんから受けた後、それぞれ資 る首里城を見学しました。

祈念して作った千羽 料館の中を見学しました。 ２千円札にも描かれている「守

鶴を奉納し、公園内 禮之邦」を通って正殿へ。快

をガイドさんと共に 晴の青い空に朱色が映え、本

見学しました。 土とは異なる文化を感じてい

ました。

現地だからこそ伝わる、沢山の戦争の遺物や

講話、平和への祈りを込めたモニュメントを通

して、戦争の悲惨さや命の大切さを、現地の方

の想いをしっかり受け止めた態度で、学ぶこと

ができました。３年生は、きっとここでの学び

を大切にしてくれると思っています。普段の学

校生活で、私たちがこれからできる事を、まず

行動に移してみましょう。

２６の受け入れ家庭の方との出会い、琉球文

化を体験させて頂きました。琉球衣装を着せて

沖縄本島の北部にある本部町に向かう途中、 もらったり、サーターアンダギーをみんなで作

嘉手納基地を一望できる「道の駅かでな」に寄 ったり、海につかって貝殻拾いを楽しんだり、

りました。基地はとにかく広く軍用機や軍用車 ぐすくやま（城山）に登頂したり、ユリ祭りに

両を沢山見ることができました。私たちのバス 連れて行ってもらったりと、各家庭で楽しい時

が道の駅に着く直前に、偶然にも基地を離陸し 間を過ごしました。沖縄の人の温かさに触れ、

た戦闘機が、私たちの乗っているバスの上を急 退村式でのみんなの顔はとても優しい表情でし

上昇で離陸していきました。耳をふさぐほどの た。フェリーでの涙涙の別れが、民泊での楽し

ものすごい爆音で、あっという間に３機が離陸 さを伺わせていました。

しました。この爆音に生徒たちもとても驚いて

いました。

本部港から伊江

島に渡り、午後か

ら入村式を行いま

した。入村式では、

伊江島の踊りを、

生徒たちと一緒に

踊ってくださり、

一気に親しみを覚

えました。

○沖縄のちょっとび
っくり～
沖縄のＡＴＭでは

お金を引き出すとき
に、守禮之邦が印刷
されている２千円札
｢あり｣、｢なし｣の
ボタンが表示される
と聞きました。

３機が次々と離陸し
ていきました。バス
の上空にくる頃に
は、かなりの高度ま
で上昇していきまし
た。かなりのジェッ
ト噴射をするので大
音量が響き渡りま
す。

360度周りが海を眺めた
り、海につかって遊んだ
り、琉球料理を教えても
らったり、開催中のユリ
祭りを見たり、高級な伊
江牛の世話をさせてもら
ったりしました。
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